
                                                                                                 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 札幌市立もみじ台中学校 第 13号              令和７年３月 25日 

    も み じ だ い  
学校教育目標 「夢をもち 地域と共に生きる生徒の育成」 

 開校 50周年を終えて 

                           校長 木原 英俊 
 

先日の第 50回卒業証書授与式は、多くの御来賓と保護者の皆様の御臨席をいただく中で挙行

することができました。厳粛さの中にも温かさが感じられ、卒業生と在校生の代表生徒が、送辞

と答辞の言葉を通してお互いの想いを伝え合い、在校生合唱と卒業生合唱では、歌声はもちろん、

姿や表情を通して、心の底まで深く響きながら式場全体が満たされていくようでした。その中を、

たくさんの拍手に包まれて、122名の卒業生が立派な姿で本校を巣立ちました。在校生にとって

も卒業生と同じ時間と空間を共にし、その姿を目と心に刻むことができたのは大きな財産です。

伝統のバトンを在校生がしっかりと受け取ったことを感じた一日でした。 
 

さて、今年度は開校 50周年ということもあり、様々な行事にもその冠が付けられ、今まで以

上に歴史や伝統を振り返る場面が多くありました。1 年間を通して、特別なことをするのではな

く、子どもたちが日々の積み重ねを通して成長していく姿を、見ていただくことを大切にしてき

た1年間だったとも感じています。卒業証書授与式の在校生代表生徒からの送辞の中に、全校生

徒が1年間身に付けてきた、50周年記念バッジについての一節がありました。それは、「私たち

は『主体性』『多様性』『学びを楽しむ』『笑顔』などの意味や、大切にしてきた思いが込められた、

このバッジでつながっています。このバッジがある限り、皆さんと過ごした思い出は、消えるこ

とはありません。」という言葉です。 
 

開校 50周年の様々な取組を通して、歴史と伝統を受け継ぐことは大切ですが、それ以上に大

切なのは、全校生徒が「こんな学校を創りたい」という思いを共にすることです。統合新設校と

して歩み始めてから3年間が過ぎましたが、毎年の卒業生から受け継いできた思いが、先ほどの

言葉の中に込められていると感じました。次年度以降、このバッジは標準服から外れますが、開

校50周年という節目を立派に創り上げたことを、ぜひ誇りにしてほしいと思っています。 
 

最後になりますが、本日の修了式をもって、令和６年度の教育活動が終了いたします。今年度

は、50周年はもちろんですが、もみじの丘小学校、もみじの森小学校との小中一貫した教育を通

して、児童生徒間や教職員間のつながりが、より一層深まった一年間だったと感じています。 

4月からは、これまでも多くの場面で交流を深めてきた、小学校6年生を新１年生として迎え、

本校にとって51年目となる新年度がスタートします。また、もみじ台中学校区のコミュニティ・

スクールとしての歩みも始まりますが、特別な何かに取り組むことが目的ではありません。子ど

もたちにとって、地域や学校が安心で安全な居場所となり、周囲との様々な関わりを通して、自

分が大切にされていると実感できる。そんな学校を目指して、地域、保護者の皆様と共に、一歩

一歩進んでいきたいと切に願っています。今後とも本校の教育活動に御理解と御協力のほどを、

よろしくお願いいたします。 
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教頭 渋谷啓一 厚別南中学校へ 

統合に伴いもみじ台南中から異動してきて、新しい

学校創りに携われたことは、時に大変ではありました

が、とても充実した日々を過ごすことができました。４

月からは、同じ厚別区の学校に勤務いたしますが、も

みじ台中の「いい話」が聞こえてくるのを楽しみにして

います。この３年間、温かく支えていただき、心から感

謝申し上げます。ありがとうございました。 
 

教諭 石田洋之（国語） 北栄中学校へ 

  もみじ台中学校では、１年間という短い勤務となり

ましたが、授業に行かない学級の皆さんでも廊下で

会うと大きな声で挨拶をしてもらい、礼儀正しい生徒

が多いという印象をもちました。これからも応援してい

ますので、良いニュースを届けてください。本当にお世

話になりました。ありがとうございました。 
 

教諭 新保まりの（数学） 開成中等教育学校へ 

もみじ台中学校のみなさんの良いところは、素直で

優しいところだと思います。関わりが少ない私にも笑

顔で話しかけてくれる人がたくさんいて、とても嬉しか

ったです。今後みなさんの活躍をそばで見られなくな

ることは寂しいですが、ぜひ素敵な大人に成長できる

よう頑張ってください。短い間でしたが、本当にありが

とうございました。 
 

教諭 松岡兼進（社会） 日章中学校へ 

短い間でしたが、多くの教え子と保護者の方々、そ

して教職員の方々との出会いに恵まれました。若輩者

で力不足の私に、数多くのご指導と温かいご支援を

いただき、心から感謝しております。もみじ台中学校区

のすべての皆様への感謝の気持ちを忘れず、新天地

でも謙虚な心をもって努力してまいります。本当にあり

がとうございました。 
 

教諭 本庄拓矢（理科） 北野中学校へ 

3 年間という比較的短い期間でしたが、たくさんの

生徒、保護者の方々、教職員の方々と出会い、素晴ら

しい経験をたくさんすることができました。次の学校で

も、もみじ台中学校での出会いで学んだことを活かし

て、頑張りたいと思います。ありがとうございました。 

教諭 間藤有紀子（特別支援） 御退職 

  いつも温かい言葉をかけてくださった保護者の皆

様。いつも元気いっぱい話しかけてくれた生徒のみな

さん。一緒に笑い合い楽しい時間を過ごした６組のみ

なさん。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。新しい

目標達成のため４月からは別々の環境になりますが、

ずっと応援しています。１年間ありがとうございました。 
 

教諭 大西真之助（特別支援） 任期満了 

もみじ台中学校の皆さんと過ごした学校生活は私

にとって思い出深い 2 年間でした。6 組をはじめとし

て、委員会や部活動で関わってくれた皆さんには、嬉

しい気持ちでいっぱいです。これから先、いばらの道

や険しい道もあるかもしれませんが、自分ができるこ

とに精一杯努力して、経験をし、成長していってくださ

い。4月からは異なる環境になりますが、皆さんの事を

応援しています。本当にありがとうございました。 
 

養護教諭 小川美和 御退職 

何気なくもみじ台中の校舎の横を走っていた６年

前。ここが最後の勤務校になるとは思ってもいません

でした。素直でめんこい子どもたちとの思い出はこの

校舎いっぱいに詰まっています。子どもたちが笑顔で

毎日を過ごせますようにと支えてきた３８年間でした

が、実は私がたくさんの元気をもらっていました。出会

いに感謝しかありません。たいへんお世話になりまし

た。 
 

スクールカウンセラー 三原彩絵子 厚別中学校へ 

4年 8 ヶ月たいへんお世話になりました。生徒の皆

さんや保護者の方々を支え、励ます立場でありなが

ら、いつも私の方が皆さんに支えられていた日々でし

た。もみじ台中学校を離れることがとてもさみしく感じ

ますが、皆さんにいただいた素敵な時間をこれからの

活力にしてまいります。たくさんの素晴らしい出会いを

ありがとうございました。 

今後のおもな行事予定 
８日（火）  着任式 1学期始業式  

         定時退勤日 No部活動Day 
９日（水）  入学式 
１０日（木）  学級写真撮影（２・３年） 


